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試験の概要 

材料の減衰特性の温度依存性が評価できます。 

中央加振法による高温下での振動減衰測定 

Cat.No 3E6J-030-00-191009 

  自動車や空調機器等の不要な振動を低減するため、防振
材料の利用開発が行われています。aaaaaaaaaaaaaaaaaaaa                
本装置は、恒温槽を有する振動試験機を用い、試験温度毎
に中央加振法により周波数応答関数を測定します。半値幅
法に よ り 材料 の 損 失係 数 また は 減衰 比を 求 めま す 。           
試験温度-40℃～+120℃の範囲で減衰特性を評価できます。 

振動試験装置の外観 減衰特性評価試験システムの概要 

試験例 

・供試材料 ： アルミニウム2021, 樹脂材PPS 

・試験片サイズ ： ｔ2㎜×W20㎜×L250㎜

・試験温度 ： -40℃,  25℃,  70℃ 
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各材料の減衰特性の温度依存性 

● JIS G 0602: 制振鋼板の振動減衰特性試験方法、 JIS K 7391: 非拘束形制振複合はりの振動減衰特性試験方法に準拠

した試験が可能です。

● 当社では、吊り下げ打撃法による振動減衰測定、 実験モード解析とFEM解析による振動特性評価なども承っております

のでお気軽にお問い合わせください。
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